
「重い障害がある人たちが拓いてきた地域の暮らし」
～西宮での重度障害者の地域生活展開報告～

西宮市社会福祉協議会

清水 明彦

２０１９．１１．２.

第２１回糸賀一雄記念賞授賞式
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青葉園基本理念 1982.12.23

1.青葉園は、重度障害者の生活拠点的場であり、またその場作りをめざし続ける。

2.生活拠点的場とは、重度障害者一人ひとりが豊かに自己を実現し、いきいきと
くらしていく為の土台となる場であり集団である。

3.生活拠点的場であるためには

①まず、通所者自身の健康管理・増進がはかられていなければならない。

②園内の様々なきめこまかなとりくみによって、個性や可能性を見い出し、

のばし、十分に自己を実現していなければならない。

③園が地域に開かれており、多くの人々とかかわりがもて、様々な機会が
用意されるという、自由と豊かさがなければならない。

4.青葉園のとりくみは、生産性・効率や、単なる身辺自立のみを追求す
る活動とは根本的に異なり、通所者や職員・親など園にかかわる全ての
人たちが一体となって共に考え、悩み、理解し合い、そして主体的に生
き会うくらしを創造していくことを基本目標にしている。

5.青葉園は、重度障害者の生活拠点を作りあげていくことを通し、ひい
ては一般の人々すべての生活拠点作りの核となることをめざしている。
いわば青葉園は、一般の人にとっても、一人ひとりが人間のあるべき姿
を問い続け、失いかけている生活拠点を取り戻し、より豊かなくらしを
作り上げていくための重要な公共的・社会的資源である。

6.自己を十分に実現できる場をもち、いきいきと暮らしていくこと、ま
たそれをめざし続けることは、人間として当然の姿であり願いである。
それはどんなに障害が重くとも追求され続けられるべきであり、基本的
人権のひとつである。
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本人と支援者が共に創り出していく青葉園での「活動」
「活動」の中で生まれてくる１人ひとりの「物語」

内発的に必要となってきた一人ひとりの活動と支援の

「個人総合計画」（個別支援計画）

地域自立生活（一人暮らし）の始まりとその

「支援の輪」づくり

「活動」は地域の中から

●地域との「活動」の中から生み出す

日中活動の可能性

独自（青葉のつどい）方式、芸術文化型、市民運動型、

商店型、ＮＰＯ型、サークル型、等々

●本人の存在の社会的価値化＝はたらき

本人のねうちをちゃんと位置づける
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一人ひとりの存在の価値による支援の思想の確立

内発的に必要となってきた青葉園の『個人総合計画』

『活動』と『支援の輪』の『本人の計画』にもとづく
支援の仕組みの再構築

一人ひとりの存在の価値にもとづく、支援の展開

地域の生活主体者として地域で包摂
された

地域生活主体者原則

地域で役割を持ち社会の価値観を
変革する

地域変革主体者原則
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《倒壊した生活ホーム》



《生活ホームから避難してきたTさん》

《完成した仮設ホームでの生活がスタート》
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家族

本人

グループ職員・担当に

よる コーディネート

嘱託医

地域生活と 健康・医療支援ネットワーク

総合病院

かかりつけ医

検診機関

地域の医療機関

わかば園

看護スタッフ

尼崎医療生協病院

介護供給事業所

自立体験ハウス

あおば生活ホーム

地域生活支援

訪問看護事業所

総合病院

［全市的な権利擁護支援の仕組みイメージ図］

20

地域おける地
域による権利
擁護支援活動



本人が西宮で生活主体者として生きる「支援の輪」が常に本
人中心に稼動するようメンテナンスする

障害者生活相談・支援センター「のまネット西宮」

措置から利用契約の移行の中で意思表明が容易ではない地
域自立生活（一人暮らし）者が自己の意思に基づき、堂々と
西宮で暮らしていける方策として どうしても必要となってきた
権利擁護支援機能の実体化

「ＰＡＳネット」 発足

西宮市民みんなの権利擁護支援システム構築に向けて

「西宮市権利擁護支援センター」

市内相談支援のネットワークあんしん相談窓口の相談支
援専門員を結集

基幹型相談支援センター

障害者総合相談支援センター「にしのみや」

本人の希望に基づく計画相談の推進として

西宮市独自の「本人中心支援計画」づくり

西宮市の地域生活支援拠点の（あくまでも）面的整備の

発信起点として

地域共生館「ふれぼの」

西宮社会福祉協議会 地域福祉推進計画における

「共生のまちづくり」実践



【西宮市における本人中心支援計画づくり】

• 本人を囲んで関係者が一堂に会し、本人主
催の本人中心支援会議を開催し、本人の希
望に基づく本人中心支援計画フォーマットに
より計画を作成する西宮市独自方式での計
画相談展開、本人中心支援計画づくりが市内
全域で進められている。

たいへん障害の重い市民の活動拠点
『青葉園』

障害者総合相談支援センター『にしのみや』
－ 西宮市障害者あんしん相談窓口 －

事業者として責任を持ち、
遂行するための本人の希
望に基づくプラン。支援
の内実を支援目標・内容
等詳細に明記し、それを
元に事業展開を評価・点
検。

表面的な現状記述でなく、
本人と支援者が共に関係
を広げ、共感してきたその
プロセスの支援者側のつ
づり。関係性・共感性のレ
ポート記述。

一人ひとりの日々の活動の展
開について、望む暮らしの意向
について明記。互いに実践す
る中で、模索し見出してきた希
望や展望を文書化。

西宮市 地域福祉計画・障害福祉推進計画

相互主体レポート

本 人 の 計 画

支援プラン

青葉園 【個人総合計画】
（日中活動事業所の個人支援計画）

本 人 の
活 動

本人中心支援に向けて 【活動】 と 【支援の輪】 の 《本人の計画》 ～青葉園・西宮市の場合～

西宮市の支給決定に先
立って本人と市へ提示

推進計画推進会議 ・
施策推進懇談会

支給決定後の継続的
モニタリングとして

共生センター相談支援 【本人中心計画】
（相談支援センターの総合的個人支援プラン）

関係諸機関
担当者

権利擁護支援機関
後見人等

市ケース
ワーカー

等

居宅介護事
業所○○○
スタッフ

○○○生活
ホーム職員

青葉園

本人を囲んで

個人支援会議
本人中心計画

西宮市社会福祉協議会
地域福祉推進計画

西宮市地域自立支援協議会・西宮市あんしん相談窓口連絡会



本人中心支援計画会議 ～私が私のことを決める会議 本人応援会議～ 2013.1． 11：30～12：30 自宅にて

主催者：Tさん

「今すぐではないけど、いつか父
母と離れても暮らしていけるよう

になりたい。」

母

「○○園に行って仲間
とわくわくするような楽
しいことをしたい。」

基幹型相談支援専門員

「いつも決まったことを
するのではなく、おしゃ
れをして外に出かけたり
いろんな人といろんなこ
とをしてみたい。」

計画を実行するための役割

○○園入浴
支援チーム

Tさん

計画を実行す
るための役割

共同主催者：

指定特定相談支援専門員

① 暮らしの希望

Ｃ事業所 Yさん

B事業所 Kさん

計画を実行するための役割

計画を実行するための役割

②余暇、楽しみの希望
③日中活動の希望

具体的な計画

具体的な計画 具体的な計画

Yさん「例えば大きなお風呂に
行くとか・・・。だれか友
達誘ってみようか。」

Kさん「いつでも声かけてくれた
ら一緒に行きますよ。」

Yさん「昔、本人さんが

ご両親に一人暮らしが
したいと話されてたこと
が、今でもとても印象
に残っている。今でもし
たいと思ってるのか

なぁ。」

Aさん「今は（寒いので）あまり

外出できていないけどアクティ
ブなことしたいなと思っていま
す。みんなで外出の計画を話し
ていて、実際にみんなで行きた

いね』と話している。」

S事業所 Nさん

計画を実行するための役割

本人中心支援計画案（サービス等利用計画案）

氏名 日時： 年 月 日 会議参加者：

大きな希
望・目標

モニタリング時点で達成した事項及びなぜ達成できなかったかの説明

本人 （家族）

暮
ら
し
の
場

日
中
活
動
（
仕
事
な
ど
）
余
暇
・
楽
し
み
・活
動

（支援A） （支援B）

どこで・誰と・
どんな暮らし
がしたいのか

平日の日中
はどこで・誰
と・どんな仕
事（勉強）が
したいのか

休日や仕
事のあと、
どこで・誰
と・どんなこ
とがしたい

のか

本人署名：

（行政・その他自
由に追加可能）

事業所名・相談支援専門員：

基幹型相談支援員：
次回見直し予定日： 年 月 日

それに向かって １年
（半年）位の具体的な
実行計画（一定の実行

期間を提示）
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34
地蔵盆に参加
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「もう芽は出たかなぁ･･」

散歩の途中で何度
も畑に見に行きま
した。

36

夏野菜の植え付け・収穫
きゅうり・ゴーヤ・いんげんまめ・ なす・

ミニトマト・ピーマン・ししとう･･･
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地域住民として１人ひとりの
役割づくり居場所づくり
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●本人中心の支援 その主体をはずすな！

（主体の排除に対する抵抗としての

本人中心の支援）

●本人中心に生み出されてくる展開を！

（一人ひとりを主人公にした

本人の物語が展開）

●地域の中で本人中心で支援を！

（その人の存在が持ついくつもの

社会的役割を共に果たしていく）

本人中心支援の展開を！

本人（市民）
＜障害当事者＞

○支援者・市民
＜専門職＞



横から見ると、立ちあがっていくベクトルたち
〔エンパワーメント連鎖〕

市民みんなのエンパワメント（ベクトル）

まわりの人たち（親・家族・地域の人）

のエンパワメント（ベクトル）

支援者のエンパワメント（ベクトル）

本人のエンパワメント（ベクトル）

本人中心で（本人の希望に基づいて）

支援展開することによるエンパワメント

連鎖（共生社会実現への希望）

揺れる主体に基づいて
共に立ち上がっていく
こと （一緒に喜んだ
り、悲しんだり、悩んだ
りして、一緒に 希望を
持ってやっていくこと）

一人ひとりがその人らしく生きていく日常こそが価値であり希望！
新たな価値観による持続可能な生産的市民社会の形成



本人

市民 市民

専門職・支援者

本人、市民、支援者相互エンパワーメント
みんなで創り出す持続可能な共生のまちづくり

専門職・支援者

専門職・支援者 本人 市民

障壁
の出
現

見え
ない
状況

分離さ
れた状
況



支援者によ
る本人の客

体化

壁の向こう
へ行くまで

の

希望のない
助け合い

相互ディスエン
パワーメントによ

る破滅

希望のな
い社会の
出現



本人と共に障壁に立ち向かう本人中心
の支援展開

本人と共々のソーシャルアクション

市民の立場から障壁に立ち向かう行動
住民主体の地域福祉開発実践

両側からしか障壁は崩せない
生きていく力を重ね合っていく

本人・支援者の主体化 市民の主体化

消えていく障壁！

本人 支援者

本人

本人

支援者

支援者



本人

市民 市民

専門職・支援者

本人、市民、支援者相互エンパワーメント
みんなで創り出す共生のまちづくり

専門職・支援者

本人市民

市民
本人

一人ひとりが一人ひとりの価値的物語を生きる
相互に役割を持って一人ひとりの価値的物語



本人
市民

本人

つぎつぎと連なっていく支援の輪
つぎつぎと立ち起こっていく価値的物語

本人

市民

市民

本人

市民

町まちのいたるところに湧き上がる価値的物語
新たな希望 地域力の上昇雲



西宮共生のものがたりまんだら図
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